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名
余
が
同
国
に
派
遣
さ
れ
て
停
戦
監
視

や
選
挙
監
視
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。

も
し
、
日
本
の
和
平
へ
の
貢
献
が
な

か
っ
た
と
し
た
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の

紛
争
は
続
き
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
政
権
前
の

ポ
ル
ポ
ト
時
代
に
、
百
五
十
万
人
と
も

言
は
れ
る
犠
牲
者
を
生
じ
さ
せ
た
ク

メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
派
を
抑
へ
る
こ
と

が
で
き
ず
に
、
王
朝
の
伝
統
文
化
の
破

壊
は
続
き
、
日
本
と
の
協
力
も
始
ま
ら

な
か
っ
た
だ
ら
う
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
へ
の
貢
献
は
、
そ

の
後
の
日
本
外
交
に
も
良
い
効
果
を
も

た
ら
し
た
。
平
和
安
全
法
制
の
国
会
審

議
中
の
平
成
二
十
七
年
七
月
、
当
時
の

フ
ン
セ
ン
首
相
が
「
日
本
・
メ
コ
ン（
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ラ
オ
ス
）首
脳
会
議
」
で
来
日
し
た
際
に
、

「
日
本
は
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
で
多
く
の

人
々
を
派
遣
し
て
助
け
て
く
れ
た
。
日

本
政
府
を
信
頼
し
て
い
る
」
と
記
者
に

明
快
に
答
へ
た
こ
と
は
平
和
安
全
法
制

の
成
立
を
後
押
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

さ
て
、
五
月
十
七
日
開
催
の
国
民
文

化
講
座
で
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

家
の
早
坂
隆
先
生
を
お
迎
へ
し
て
、「
戦

後
八
十
年 

昭
和
史
の
真
実
と
先
人
の
心

を
語
り
継
ぐ
」
と
の
ご
講
演
を
い
た
だ

く
（
先
月
号
の
折
込
み
ご
参
照
を
）。
今
の
日

本
が
先
人
の
努
力
に
い
か
に
支
へ
ら
れ

て
ゐ
る
か
を
知
る
貴
重
な
機
会
だ
と
思

は
れ
る
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
を
り
ま
す
。	（
一
社  

日
本
港
運
協
会
理
事
）

た
プ
ノ
ン
ペ
ン
政
権
の
フ
ン
セ
ン
首
相

（
当
時
四
〇
歳
、
現
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
上
院
議
長
、

前
首
相
）
と
当
時
の
小
和
田
恒ひ
さ
し

外
務
審

議
官
と
が
、
外
務
省
の
歓
迎
夕
食
会
の

後
に
、
ホ
テ
ル
の
一
室
で
深
夜
ま
で
非

公
式
な
対
話
を
続
け
た
こ
と
だ
。
小
和

田
審
議
官
は
、
和
平
協
定
を
結
ん
で
も

ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
派
が
果
た
し
て

軍
備
を
廃
棄
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
ふ
、

プ
ノ
ン
ペ
ン
政
権
が
抱
い
て
ゐ
た
懸
念

を
取
り
去
る
べ
く
尽
力
し
た
。
後
に
フ

ン
セ
ン
首
相
は
、「
あ
の
時
の
小
和
田

外
務
審
議
官
の
説
得
こ
そ
が
、
そ
の
後

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
臨
む

自
分
の
考
え
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
」
と
往
時
を
想
ひ
起
し
て
語
っ
て
ゐ

る
。
シ
ハ
ヌ
ー
ク
殿
下
も
ま
た
、「
周

り
の
大
国
が
い
く
ら
努
力
を
し
た
り
、

圧
力
を
加
え
て
も
、
結
局
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
問
題
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
自
身
が
納
得

の
い
く
方
法
を
見
出
さ
な
い
限
り
解
決

し
な
い
の
で
す
」
と
当
時
の
海
部
俊
樹

首
相
に
語
っ
て
ゐ
る
。

そ
の
後
、平
成
四
年
一
月
に
は
「
停

戦
・
武
装
解
除
の
監
視
・
選
挙
の
実
施
・

難
民
帰
還
の
支
援
」
な
ど
を
行
ふ
国
連

カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
機
構
（
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
）

が
設
立
さ
れ
て
、日
本
の
明
石
康
氏
が

Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
国
連
事
務
総
長
特
別
代
表

と
な
っ
た
。一
方
、国
内
で
は
、同
年
六

月
に
は
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）

協
力
法
が
成
立
し
た
こ
と
で
、自
衛
隊

員
、文
民
警
察
官
等
か
ら
な
る
千
三
百

三
派
が
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
政
権
に
対
抗
し

国
内
各
地
で
紛
争
が
絶
え
な
か
っ
た
。

国
連
安
保
理
の
常
任
理
事
国
（
米

国
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
）
は
、

安
保
理
主
導
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
を
目

指
し
た
が
、
四
派
間
の
調
整
は
付
か
ず

暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
ゐ
た
。
そ
の
際
に
、

日
本
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
間
で
の
妥
協

の
成
立
に
向
け
て
粘
り
強
く
取
組
ん
で

和
平
へ
の
道
を
拓
い
た
の
だ
。

河
野
課
長
の
発
案
に
よ
っ
て
国
連
未

承
認
だ
っ
た
プ
ノ
ン
ペ
ン
政
権
と
接
触

（
平
成
二
年
二
月
）
し
て
、
四
派
を
招
い
て

の
「
東
京
会
議
」（
同
年
六
月
）
を
開
催

し
た
。
次
い
で
「
日
本
の
考
え
方
」
を

作
成
（
平
成
三
年
二
月
）
し
て
、「
医
療
外

交
」（
同
年
四
月
）
の
展
開
へ
と
続
い
た

日
本
の
調
停
が
実
を
結
ん
で
、
同
年
十

月
の
第
二
回
パ
リ
和
平
会
議
に
お
い
て

和
平
協
定
が
調
印
さ
れ
た
。

特
に
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
検
査
入

院
の
名
目
で
平
成
三
年
四
月
に
来
日
し

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
な
ど
の
ク
メ
ー
ル

王
朝
の
伝
統
文
化
を
受
け
継
ぐ
カ
ン
ボ

ジ
ア
と
日
本
と
の
間
で
は
、
現
在
各
種

の
交
流
及
び
協
力
が
活
発
に
展
開
さ
れ

れ
て
ゐ
る
。
最
近
、
外
務
省
の
カ
ン
ボ

ジ
ア
担
当
課
長
で
あ
っ
た
河
野
雅
治
氏

の
著
書
『
和
平
工
作 

対
カ
ン
ボ
ジ
ア

外
交
の
証
言
』（
岩
波
書
店
）
を
読
ん
で
、

日
本
の
多
大
な
る
貢
献
に
よ
っ
て
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
和
平
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ

と
を
初
め
て
知
っ
た
。

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
当
時
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
は
、
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
軍
事
侵
攻

（
昭
和
五
三
年
、
一
九
七
八
）
の
直
後
に
ベ

ト
ナ
ム
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
た
ヘ
ン
・

サ
ム
リ
ン
政
権
（
以
下
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
政

権
）
下
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
シ
ハ

ヌ
ー
ク
殿
下
が
指
導
す
る
正
統
の
シ
ハ

ヌ
ー
ク
派
、
米
国
支
援
の
ロ
ン
・
ノ
ル

政
権
を
継
承
す
る
ソ
ン
サ
ン
派
、
原
始

共
産
主
義
を
信
奉
し
て
中
国
支
援
を
受

け
る
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
派
の
各
々

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
」
へ
の
日
本
外
交
の
貢
献

  —

今
の
日
本
は
先
人
の
努
力
に
支
へ
ら
れ
て
ゐ
る—
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